
 

 

全日の２年生は見学旅行、無事終了しました。細かいことは色々ありましたが、全体として特に何もなく、天気にも恵まれ、大
変良い見学旅行でした。 
それにしても、旅は晴れがいいですね。写真が映える、景色が美しい、気持ちが明るくなる。でも、１０月中旬の関西はとても

暑かったですね。昨年も違う学校で、ほぼ同じ時期に旅行に行きましたが、昨年も最高気温が 28度とか 30度とかでした。 
 2012年頃に引率した記憶をたどると、そこまで暑くはなかったような・・・。 
当時の写真を見返すと、秋物のジャケットを着て、ネクタイまできっちり締めた若き日の私が映ってますから、ここ 10年で確実に

温暖化は進行してます。10月 21日付の北海道新聞には「2050年の天気予報」という 1面全面記事が掲載されていましたが、
40度超の酷暑日が珍しくなる日が間違いなく来るでしょう。その時みんなは 30 から 33歳、私は 83歳、みんなはともかく私はま
あギリギリ生きてるかもしれません。 

 
■名物にうまいものなし 
「見学旅行中、何かおいしいもの食べてきましたか？」とよく聞かれます。京都といえば祇園四条駅で降りて、橋の両サイドにあ

るクッソ目立つ 3 つの建物。「総本家にしんそば 松葉本店」、「レストラン菊水」（洋食）と「東華菜館本店」（中華）。（ググ
ってみてください） 
一度は行ってみたいのですが、身欠きニシンが苦手だし、後の 2 つは歴史的建造物過ぎて敷居が高そうだし。。。 
それでも京都と言えば「だし巻き卵」と数年前に厚焼き卵サンドがブームになったので、わざわざ調べて訪ねた京都の厚焼き卵サ

ンドのお店、実際に厚焼き卵サンドを注文していたのは私一人でした。。。まわりのお客さんは、みんなハンバーグランチとか頼んで
ました・・・。なんだよ。まあおいしかったんですが。 
「名物にうまいものなし」とか言いますが、観光客が食べたいものと地元の人が食べているものはそりゃ違いますよね。（観光地

である北海道民である皆さんの方がよくわかっているとは思います。） 
今回いただいた食べ物の中で一番おいしかったのは、京都の三条商店街で地元の人が行く弁当屋で買ったおばんざい（おか

ず）。ナンバの地下街で食べた「大阪トンテキ」。USJ の隣駅の西九条商店街で買った揚げたてのコロッケでしょうかね。串カツも
有名店に入ってみたのですがまあ普通でした。 

 
■芸術鑑賞のあとの高文連図書研究大会 

10月７日(水)の午後は、カナモトホールにて芸術鑑賞でした。演劇で題目は『医者の卵』。 
医学部受験に何度も失敗している主人公が家出をして自転車で日本一周中、豪雨に見舞われケガをします。そこを親切な老
夫婦に介抱され・・・・。という話です。東日本大震災で行方不明になった長男と残された家族という、結構重いテーマで、真剣に
見ていたのですが、残念ながら途中で別の出張があり途中退席。結果が気になります。。。。 
8（木）・9日（金）と北見市で行われた高文連の図書全道大会に行きました。月高からも図書局員がたくさん参加していま
したが、全道各地から図書館活動に命をかける？若い高校生の姿がありました。そんな私は銘菓「赤いサイロ」を食べたり、夜は
北見北斗の先生に聞いた焼き肉屋に行ったりしてオホーツクを満喫。 
大会２日目に行われた記念講演は、｢地面師たち｣で世に知られる小説家の新庄 耕（こう） 氏によるものでした。新庄氏
は小学生までサッカー少年でしたが、荒れた公立中学に進学、サッカーもやめ、進学した“そこそこ”良い高校でも、悪い仲間とつる
むようになり、少年院に送致されるまでになってしまいます。 
その後、猛勉強して慶應義塾大学に進みますが、そこでも大学の優秀な周囲と自分を比較して劣等感にさいなまれ、乱れた生
活を送る中、なんとか卒業後に就職した大企業もすぐに退社してしまいます。 
どうしようもないように見える氏の人生ですが、彼を救ってくれたのは、好きだった読書と良き人々との出会いでした。 
氏がすばる文学賞を受賞した『狭小邸宅』を書いたのも、その後の鳴かず飛ばずの時期を経て、『地面師たち』のヒットも、一見
無為に過ごしていたように思われる若き日の出会いがきっかけでした。 
文学賞を取ってもすぐに小説家として売れるわけでなく、他人とふれあうことなくして、小説のネタもひろえない。色々考えさせられ
た講演でしたね。新庄さんに講演前にあいさつに行ったのですが楽屋で寒がっていたのが印象的でした。小説家として売れない時
期は沖縄の知人の家で居候していたそうですから、北見は寒いよね。 
 
■あとがき 
見学旅行から帰ってきて、あまりの気温の違いにやられ、風邪を引いてしましました。土・日と定時制のバスケットボール石狩支部
大会の当番校業務があったのですが、体育館がとても寒いので、校長室でストーブにあたり震えていました。灯油も高いんですけ
ど。 
昨日、月高の近くの病院に行ったのですが、風邪症状の患者さんがたくさん。そして、インフルエンザの予防接種待ちの方が駐車
場の車の中にずらり。 
インフルエンザの流行による学級閉鎖も一クラス出ています。他にもコロナ感染とかもあり。皆さんもお金はかかりますが予防接種
などしてみてもいいでしょう。 
ちなみに私は予防接種をした年に限って予防接種した型と違う型のインフルに感染することが 100%だったため、頭にきて予防
接種していません。参考にはしないようにしてください。 
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